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フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト 

２ ０ ０ ９ 年

 第４号 

国
立
公
文
書
館
か
ら
持
ち
帰
っ
た

六
〇
〇
枚
の
写
真
を
譲
り
受
け

た
時
は
、
一
同
思
わ
ず
歓
声
を
上

げ
、
そ
の
後
の
活
動
に
弾
み
が
つ
い

た
。 八

三
年
長
崎
平
和
推
進
協
会

発
足
を
機
に
、
グ
ル
ー
プ
全
員
が

収
集
し
た
写
真
と
共
に
合
流
し

た
。
そ
の
平
和
推
進
協
会
も
翌
八

四
年
財
団
法
人
と
な
り
、
今
年
二

十
五
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
四
部
会
の
一
つ
「
写
真
資
料

調
査
部
会
」
に
は
現
在
八
名
が
登

録
し
て
い
る
。
う
ち
三
名
が
高
齢

と
病
気
を
理
由
に
休
養
、
残
り
五

名
が
毎
週
例
会
を
開
き
、
写
真
の

収
集
・
検
証
・
情
報
交
換
・
整
理
作

業
を
行
っ
て
い
る
。 

従
来
ア
メ
リ
カ
に
眠
る
原
爆
写

真
の
入
手
は
非
常
に
困
難
だ
っ

た
。
国
立
公
文
書
館
の
他
に
も
、

米
空
軍
視
聴
覚
資
料
セ
ン
タ
ー
、

米
海
軍
写
真
セ
ン
タ
ー
、
米
陸
軍

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
数
千
枚

の
写
真
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
。
ま
た
進
駐
軍
将
兵
が
撮

影
し
本
国
に
持
ち
帰
っ
た
写
真

も
、
各
家
庭
の
ア
ル
バ
ム
に
眠
っ
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
今
回
の
バ 

ラ
ク
・
オ
バ
マ
新
大
統
領
の
就
任
演

説
の
、
「
核
の
脅
威
を
削
減
し
…
」

に
希
望
的
観
測
を
抱
く
の
は
時
期

尚
早
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
も
少
し
ず

つ
変
革
の
兆
し
を
感
じ
て
い
る
。 

二
十
世
紀
に
起
き
た
原
爆
被
災

の
実
相
を
、
後
世
に
伝
え
る
唯
一

の
手
段
と
し
て
原
爆
写
真
が
果
た

す
役
割
は
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。

今
こ
そ
国
や
地
方
自
治
体
は
、
歴

史
的
資
料
と
し
て
原
爆
写
真
の
発

掘
・
保
存
に
、
よ
り
努
力
を
傾
注
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
三
十
年
前
原
爆

写
真
の
収
集
に
立
ち
上
が
っ
た
被

爆
者
グ
ル
ー
プ
六
人
の
う
ち
、
こ
れ

ま
で
に
五
人
が
他
界
し
た
。
一
人

残
さ
れ
た
私
も
高
齢
化
を
気
に
し

つ
つ
、
若
い
人
の
参
加
を
心
待
ち
に

す
る
日
々
だ
。 

F
o

o
t

p
r

i
n

t 

写真資料 

調査部会発行

 
被
爆
者
有
志
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の

活
動
は
、
や
が
て
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
を
撮
影
し
た
在
京
の
写
真
家
に

知
れ
、
調
査
依
頼
は
徐
々
に
拡
が

り
を
み
せ
た
。
中
で
も
調
査
済
の

写
真
を
返
却
の
際
「
皆
さ
ん
の
献

身
的
努
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。
こ
の
プ
リ
ン
ト
は
東
京
よ
り
、

皆
さ
ん
の
手
元
で
保
管
し
て
役
立

て
て
下
さ
い
」
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米 

 

深
堀
好
敏

原
爆
写
真
の
収
集
を
始
め
て
、

こ
の
八
月
で
三
十
年
に
な
る
。
一
九

七
九
年
夏
、
長
崎
原
爆
を
記
録
し

た
写
真
の
探
索
を
目
的
に
発
足
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
当
初
私

を
含
め
六
人
の
男
性
が
参
加
し

た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
長
崎
の
被

爆
写
真
調
査
会
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。
そ
の
直
後
、
「
子
ど
も
た
ち
に

世
界
に
！
被
爆
の
記
録
を
贈
る

会
」
～
い
わ
ゆ
る 

フ
ィ
ー
ト
運
動

の
代
表
幹
事
、
岩
倉
務
氏
が
東
京

か
ら
来
崎
し
、
携
え
た
原
爆
写
真

の
検
証
を
依
頼
さ
れ
た
。
こ
れ
が
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
初
仕
事
と
な
っ

た
。 

雑

感  10 

託
さ
れ
た
写
真
、
引
き
継
ぐ
使
命 

深
ふか

堀
ほり

好
よし

敏
とし

部会長（７９）は１６歳で被爆、

戦後は聖フランシスコ病院勤務の傍ら、

故秋月辰一郎氏らの爆心地復元運動 

にも加わった。現部会の前身である 

「長崎の被爆写真調査会」には１９７９

（昭和５４）年の設立から参加、故林重

男、松本栄一氏ら写真家との交流を通

じ、被爆写真の収集・検証に努めた。 

 

部会発足３０周年

初期の「長崎の被爆写真調査会」による写真展

（長崎市民会館）。松本栄一氏寄託写真、岩倉

務氏が米国から入手した写真等を展示した

(1979 年頃）写真左より→高橋、相物屋、荒木

（正）、荒木（三）、山本、池田 

 
1997(平成 9)年。左より→尾畑、織

方、荒木、深堀、堺屋、吉山、内野 
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『調
査
会
が
発
足
』 

「
深
堀
は
二
つ
返
事
で
応
じ
た
。
病

院
事
務
の
傍
ら
、
修
学
旅
行
生
ら

に
被
爆
体
験
を
語
り
聞
か
せ
て
い

た
深
堀
も
、
か
ね
て
同
じ
こ
と
を

考
え
て
い
た
か
ら
だ
。
四
年
後
に

写
真
資
料
調
査
部
会
に
衣
替
え

す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
長
崎
の
被

爆
写
真
調
査
会
」
の
発
足
だ
っ
た
。 

 

間
も
な
く
、
東
京
か
ら
一
人
の

男
が
訪
ね
て
き
た
。
戦
争
記
録
を

収
集
す
る
市
民
運
動
の
中
心
的
存

在
だ
っ
た
岩
倉
務
（
故
人
）
。
米
国

立
公
文
書
館
か
ら
入
手
し
た
写
真

を
抱
え
て
い
た
。
原
爆
被
害
や
そ

の
威
力
調
査
を
任
務
と
し
た
米
国

戦
略
爆
撃
調
査
団
が
原
爆
投
下

直
後
の
四
五
年
十
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
、
焼
け
野
原
と
な
っ
た
長

崎
を
撮
影
し
た
と
い
う
約
六
百

枚
。
岩
倉
は
そ
の
分
析
を
依
頼
し

て
き
た
。
米
側
が
原
爆
の
「
成
果
」

を
冷
徹
、
克
明
に
と
ら
え
た
写
真

に
深
堀
は
衝
撃
を
受
け
、
資
料
と

し
て
残
す
た
め
の
検
証
の
重
み
を

感
じ
た
と
い
う
。 

「
写
真
資
料
調
査
部
会
三
十
周
年
」
関
連
記
事
再
録 

  

部
会
の
作
業
室
は
長
崎
原
爆
資

料
館
の
一
角
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で

調
査
、
分
析
し
て
き
た
写
真
は
同 

調
査
団
の
ほ
か
、
民
間
人
や
被
爆

直
後
に
長
崎
に
入
っ
た
旧
日
本
軍

報
道
班
員
、
新
聞
社
カ
メ
ラ
マ
ン
が

撮
影
し
た
も
の
が
多
い
。
米
軍
が

接
収
し
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
写

真
も
含
ま
れ
る
。
検
証
は
現
地
調

査
で
場
所
の
見
当
を
付
け
、
作
業

室
で
爆
心
地
を
中
心
と
し
た
地
図

に
特
製
の
三
角
定
規
を
当
て
て
方

位
や
距
離
を
測
定
。

終
的
に
数

人
が
あ
ら
た
め
て
現
地
に
足
を
運

び
、
複
数
の
目
で
確
認
す
る
地
味

な
作
業
だ
。
初
め
は
こ
つ
が
つ
か
め

ず
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
日
も
少
な

く
な
い
。 

外
国
人
墓
地
と
思
わ
れ
る
写
真
に

写
っ
た
倒
れ
た
墓
石
の
特
定
に
何

年
も
要
し
た
こ
と
も
あ
る
。
」  

長
崎
新
聞
二
〇
〇
九
年
一
月
一

日
掲
載 

『
被
爆
写
真
検
証
３
０

年
』
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

「
写
真
資
料
調
査
部
会
」
発
足
三
十
周
年
に
際
し
、
年
頭
か
ら
西
日
本
、

長
崎
の
二
紙
に
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。 

 

西
日
本
新
聞
で
は
「
レ
ン
ズ
の
記
憶
」
と
題
し
た
連
載
が
開
始
さ
れ
、
深

堀
部
会
長
に
関
す
る
内
容
は
一
月
十
日
の
初
回
か
ら
、
四
回
に
わ
た
り
掲

載
さ
れ
た
。
連
載
の
今
後
に
も
注
目
し
た
い
。
長
崎
新
聞
に
は
元
旦
に
「
被

爆
者
写
真
検
証
３
０
年
」
と
題
し
て
掲
載
、
三
月
か
ら
は
新
た
に
被
爆
写
真

に
関
す
る
連
載
が
始
ま
る
予
定
で
、
そ
ち
ら
の
内
容
も
期
待
さ
れ
る
。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

「
八
月
十
日
午
前
、
深
堀
さ
ん
は

写
真
の
一
番
左
に
見
え
る
病
院
本

館
内
に
い
た
。
実
家
は
病
院
そ
ば

の
山
里
町
。
勤
労
動
員
中
で
直
撃

を
免
れ
た
九
日
も
何
と
か
帰
ろ
う

と
し
た
が
、
道
中
で
爆
心
地
方
面

か
ら
避
難
し
て
く
る
大
人
た
ち
に

強
く
止
め
ら
れ
、
断
念
し
て
い
た
。

翌
日
、
よ
う
や
く
近
所
の
友
人
と

と
も
に
帰
り
着
い
た
一
帯
は
破
壊

し
つ
く
さ
れ
、
下
宿
先
で
は
お
じ
と

姉
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
。
「
け
が

人
は
、
み
ん
な
大
学
病
院
に
行
っ

と
る
」
と
聞
か
さ
れ
、
友
人
の
祖
母

を
捜
し
に
病
院
へ
向
か
っ
た
も
の

の
、
医
師
も
看
護
師
も
い
な
い
。
一

階
も
階
段
も
二
階
も
、
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
の
け
が
人
が
座
り
込
み
、

横
に
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。 

““ 風風 化化 すす るる 記記 憶憶 をを 写写 真真 にに 追追 うう ””

（米軍撮影）
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室
園
久
信 

 

丸
田
和
男 

 

『
原
爆
前
後
』
と
題
さ
れ
た
黄
色

い
表
紙
の
小
冊
子
が
、
原
爆
資
料

館
図
書
室
の
書
棚
、
一
番
手
前
の

上
段
に
多
数
並
ん
で
い
ま
す
。 

長
崎
市
街
の
中
央
に
位
置
す
る

金
比
羅
山
、
標
高
三
六
六
メ
ー
ト

ル
の
こ
の
山
が
、
原
爆
時
自
然
の
障

碍
に
な
っ
た
お
陰
で
、
全
市
壊
滅

と
い
う

悪
の
惨
禍
だ
け
は
避
け 

「
『
丸
フ
』
の
坊
や
じ
ゃ
な
か
ね
」
。

あ
ち
こ
ち
か
ら
自
分
を
呼
ぶ
聞
き

慣
れ
た
声
が
し
た
。
実
家
の
米
屋

の
は
ん
て
ん
に
は
、
丸
に
「
深
堀
」
の

「
フ
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
た
。
「
水

を
く
れ
」
と
次
々
に
頼
ま
れ
て
断

れ
ず
、
割
れ
た
炭
酸
飲
料
の
瓶
に

ち
ょ
っ
と
だ
け
す
く
っ
て
、
数
滴
ず

つ
分
け
た
。
近
く
の
小
川
を
二
回

往
復
し
た
が
、
き
り
が
な
い
。
病
院

を
出
て
、
友
人
の
祖
母
の
捜
索
を

再
開
し
た
。
」 

西
日
本
新
聞
二
〇
〇
九
年
一
月

十
日
掲
載
『レ
ン
ズ
の
記
憶
』
よ
り 

 

堀
田
武
弘 

松
田 

斉 

い
わ
ゆ
る
被
爆
写
真
と
言
わ
れ
る

も
の
の
検
証
作
業
で
、

も
重
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
く
撮
影
場
所
の

特
定
で
あ
る
。
撮
影
者
自
身
に
よ
っ

て
撮
影
時
期
や
場
所
が
記
録
さ
れ

た
例
は
稀
で
あ
り
、
深
堀
部
会
長
を

始
め
諸
先
輩
方
が
長
年
腐
心
さ
れ 

記
念
す
べ
き
被
爆
六
十
周
年
を

迎
え
た
平
成
十
七
年
、
写
真
資
料

調
査
部
会
で
は｢

ナ
ガ
サ
キ
原
爆

写
真
展｣

を
長
崎
市
民
会
館
で
開

催
し
た
。
写
真
展
終
了
後
、
今
後

の
部
会
の
方
向
性
が
話
し
合
わ
れ

た
。
こ
の
頃
、
部
会
員
の
平
均
年
齢

は
八
十
歳
に
近
く
、
マ
ス
コ
ミ
は
後

継
者
不
足
と
大
々
的
に
報
じ
て
い

た
。
ま
た
深
堀
好
敏
部
会
長
、
堺

屋
修
一
副
部
会
長
の
お
二
人
は
長

崎
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
長
崎
原

爆
資
料
館
所
蔵
写
真
の
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
作
成
を
終
え
た
直
後
で
も
あ
っ

た
。 

こ
の
為
先
輩
会
員
の
一
部
か
ら

「
写
真
資
料
調
査
部
会
は
一
応
役

割
を
終
え
た
。
こ
こ
ら
で
解
散
し
て

は
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
時
私
は
「
自
分
は
幼
少

時
の
被
爆
で
あ
り
、
当
時
の
記
憶

は
断
片
的
で
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
次
の
世
代
の
為
に
、
こ
の

※
原
爆
前
後 

昭
和
四
十
年
代
に
出

版
さ
れ
た
三
菱
関
係
者
の
原
爆
・
戦

争
体
験
記
（全
六
十
一
巻
） 

あ
の
日
を
訪
ね
て 

 

部
会
を
是
非
存
続
し
て
欲
し
い
」

と
訴
え
た
。
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い

る
写
真
が
原
爆
写
真
の
全
て
で
は

な
く
、
今
後
発
見
さ
れ
る
写
真
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
検
証
機
関

と
し
て
の
部
会
の
存
在
は
、
何
と

言
っ
て
も
大
き
い
。
幸
い
先
輩
会
員

の
ご
理
解
で
、
部
会
は
存
続
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

今
後
も
原
爆
写
真
を
通
じ
、
常
に

被
爆
体
験
の
継
承
に
尽
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。  

 

次
の
世
代
の
た
め
に
… 

 

こ
の
文
集
は
、
広
島
を
含
む
三
菱

関
連
の
各
工
場
（
「
造
船
」
「
兵
器
」

「
製
鋼
所
」
「
電
機
製
作
所
」
）
及
び

「
川
南
造
船
所
」
に
勤
務
中
被
爆

さ
れ
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

（学
徒
報
国
隊
・挺
身
隊
、
徴
用

工
・
所
員
の
、
事
務
所
勤
務
と
家

族
を
含
む
）
の
御
霊
前
に
捧
げ
た

本
で
す
。 

長
崎
市
内
各
地
域
で
の
原
爆
被

災
の
状
況
を
始
め
、
敗
戦
直
前
の

三
菱
関
連
工
場
に
於
い
て
、
連
日

の
空
襲
に
必
死
の
防
戦
対
応
に
と

考
案
さ
れ
た
新
製
品
（ロ
ケ
ッ
ト
、

飛
行
機
、
特
攻
艦
艇
や
機
器
等
）

開
発
の
状
況
も
紹
介
し
て
い
ま
す 

ま
た
戦
前
・戦
中
・戦
後
の
工
場
の

状
況
や
秘
話
、
各
人
の
家
庭
生
活 

兵
役
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
等
、
話

題
豊
富
な
小
冊
子
群
で
す
。
皆
様

方
の
ご
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。  

 

「唐僧木庵の碑」 
 

ピ
カ
ド
ン
を
ま
と
も
に
浴
び
た 

唐
僧
木
庵
の
碑(

い
し
ぶ
み) 

読
書
の
お
勧
め 

ら
れ
た
。 

そ
の
頂
上
に
唐
僧
木
庵
（
一
六
一

一
～
一
六
八
四
）
の
筆
に
な
る
「
無

凡
山
」
と
刻
ま
れ
た
大
岩
の
石
碑

が
立
っ
て
い
る
。 

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
渡
来
、
隠

元
、
即
非
と
並
ん
で
黄
檗
三
筆
の

一
人
と
い
わ
れ
た
木
庵
は
、
万
治

元
年
（
一
六
六
〇
）
の
あ
る
日
、
金

比
羅
山
に
登
っ
て
、
そ
の
絶
景
に
感

動
し
て
無
凡
山
と
命
名
、
山
頂
の

大
岩
に
木
庵
書
の
「
無
凡
山
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
た
。  

一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
浦
上
の

上
空
五
百
メ
ー
ト
ル
で
炸
裂
し
た

原
爆
に
、
何
一
つ
遮
る
も
の
が
な
い

金
比
羅
山
頂
で
、
爆
風
、
熱
線
、

放
射
線
を
ま
と
も
に
受
け
る
と
い

う
憂
き
目
に
あ
っ
た
こ
の
い
し
ぶ
み

は
、
今
も
な
お
物
言
わ
ぬ
証
人
と

し
て
金
比
羅
山
頂
か
ら
長
崎
の
街

を
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。 
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て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。 

撮
影
者
の
大
半
は
東
京
や
県
外
か

ら
の
報
道
機
関
や
学
者
、
或
い
は

米
軍
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
本
来
長

崎
の
地
理
や
地
名
に
疎
く
、
米
軍

に
お
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。
加
え
て

戦
後
の
都
市
計
画
に
よ
る
市
街
地

の
変
貌
、
六
十
年
を
越
す
歳
月
に

よ
る
記
憶
の
風
化
は
作
業
を
一
層

困
難
に
し
て
い
る
。 

そ
の
中
で
唯
一
変
化
の
少
な
い
の
は

山
容
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
浦
上
地

区
の
背
後
に
は
特
徴
の
あ
る
山
並

み
を
常
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
近
年
は
重
機
の
発
達
に
よ
っ

て
、
山
容
そ
の
も
の
が
変
化
す
る

大
規
模
な
開
発
が
始
ま
っ
た
場
所

も
あ
る
。
ま
た
乱
立
す
る
高
層
ビ

ル
群
は
人
間
の
視
野
か
ら
山
を
奪

っ
て
し
ま
っ
た
。 

従
っ
て
地
図
上
で
あ
る
程
度
見
当

を
つ
け
て
現
地
を
訪
れ
て
も
、
当

時
の
写
真
と
の
照
合
は
全
く
不
可

能
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
航
空
機
か
ら
撮
影
さ
れ
た

写
真
は
、
そ
の
場
所
を
訪
ね
て
検

証
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
一

方
で

近
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
発

達
で
、
“
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
”
を
始
め 

被
爆
写
真
活
用
の
お
薦
め 

 

優
秀
な 

地
図
ソ
フ
ト
も
現
れ

た
。
こ
れ
ら
の
活
用
は
、
山
容
や
航

空
機
か
ら
の
視
野
の
確
認
に
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

を
駆
使
し
て
も
な
お
、
多
く
の
写

真
は
撮
影
場
所
の
特
定
が
容
易
で

は
な
い
。
こ
れ
ま
で
蒐
集
、
保
管
さ

れ
て
い
る
膨
大
な
写
真
の
量
、
ま
た

今
後
の
新
た
な
発
見
を
考
え
る

時
、
そ
れ
ら
は
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
原
爆

と
い
う
人
類
未
曾
有
の
災
害
を
記

録
し
た
貴
重
な
写
真
は
、

後
の

一
枚
ま
で
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
検

証
、
記
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
ら
が
広
く
公
開
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
二
度
と
再
び
こ
の

よ
う
な
写
真
が
撮
影
さ
れ
る
日
の

来
な
い
世
界
に
な
る
こ
と
を
、
多

く
の
人
々
が
念
じ
る
機
会
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
被
爆
写
真
の

検
証
は
、
い
わ
ば
七
万
を
越
え
る

長
崎
の
犠
牲
者
の
墓
碑
銘
を
刻
む

に
も
似
た
行
為
で
あ
り
、
今
後
も

志
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い

る
。  

 
 

  

 

こ
れ
ま
で
の
写
真
展
開
催
を
通

し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
被
爆
写
真
は

原
爆
へ
の
関
心
や
個
々
の
記
憶
・
体

験
を
呼
び
起
こ
す
力
を
秘
め
て
い

る
と
い
う
事
だ
。
「写
真
資
料
調
査

部
会
」
の
名
称
か
ら
は
固
苦
し
い
組

織
を
連
想
す
る
が
、
部
会
は
毎
週

月
曜
日(

祭
日
は
除
く)

、
気
軽
な

雰
囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

時
期
や
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
被

爆
写
真
の
活
用
を
企
画
さ
れ
る
方

は
、
是
非
ご
一
報
を
お
願
い
し
た

い
。 

今
月
の
一
枚 

岡
町
付
近
か
ら
北
方
を
望
む

岡
町
付
近
の
県
道
（
当
時
）
上
か
ら
、
北
の
住
吉
方
面
を
望
ん
だ
光
景
で

あ
る
。
中
央
に
あ
る
大
橋
の
四
つ
の
橋
塔
の
う
ち
、
手
前
左
側
の
橋
塔
が
失

わ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
浦
上
川
に
崩
落
し
た
こ
の
橋
塔
は
戦
後
も

長
ら
く
河
床
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
４
０
年
代
に
引
き
上
げ
ら
れ
爆
心
地
公
園

に
展
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
１
９
９
６
年
の
原
爆
資
料
館
開
館
に
際
し
て
展
示

室
に
移
設
さ
れ
、
爆
風
の
威
力
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
（
米
軍
撮
影
）  

 
 

 
 

 大橋の橋塔（長崎原爆資料館） 
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